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横須賀市立市民病院指定管理者問題について

経過

　事の発端は、会計士長氏の講演を保守系市会議員が聞き、指定管理者制度はすばらしいものと思い込んでいたこと、市の幹部が市自体の財政状況を極端に悪いものとして、赤字体質の病院の切捨てを決定したことが重なり合って、行政内部の世論が出来上がっていったと思います。しかし、組合の調査で、2006年2007年の2年間に約7億円を市から病院に繰り入れていなかったこと（これは総務省からの指導で病院に出さなければならないものです）、うわまち病院には国立横須賀病院から横須賀市に移管され今年度まで15億円の補助がされていたので黒字となっていたこと（国から運営費として入り指定管理者に収入されている）、が分かりました。理事者側は都合の悪いことには口をつぐみ、「市民病院は赤字だ」と声高に議会等で主張していました。そして、このことを決定する過程においては、市民病院の管理職にさえ一切内緒で、副市長や病院管理部長レベルで決定しています。

　労使交渉では、指定管理者に移行することを妥結しないと移行後の労働条件は聞けないと理事者側は主張していました。未だ全容が分かっておらず、協会側がはっきりさせずにすませたいという考えが見て取れます。提案内容は、最初は病院職員全員解雇するとしていました。交渉過程で、公務員の身分を変えたくないものについては、市役所で違う職種で継続採用すると変化していますが、看護師等の技術職が業務を変わるのは困難と思われますし、最初の提案を厳しいものを言ってからあとで救ってあげると言う、いやらしい交渉内容となっています。

　

　労使交渉の今時点での結果は7項目の確認を交わし、今後誠意をもって協議していくことを条件に指定管理者への移行条例の提出は認め、4月に臨時議会で可決されました。組合員の反応はばらばらであり、あきらめている方、問題意識がない方、辞めることを決断している方、怒っている方等様々です。
今までの問題点

　１、今回の決定は労使関係を全く無視したものです。この原因は、横須賀市職労が団結できていないことや、当局と考えが近い役員の存在、ようするに力がないという問題です。
　２、市町村の財政問題がこのことと結び付けて考えられてしまうのは、当然政治の問題です。しかしながらこのことに異を唱えるものが少ない（労組の力が弱い、連合では駄目）ことがあります。

　３、地域医療（自治体病院）が医師不足に適切に対応できていないことは、医療全体の問題です。やはり政治の問題ですが、気がつくのが遅かったこと、社会保障のあり方の論議がきちんとできていないことがあります。

　個別の事情としては、横須賀市は病院のことを誰もまじめに考えていないし、大学医局も同様であったこと。このことは市民病院が市の中心病院ではないということが要因と思われます。
今後の問題と考え方
自治医科大学についても、4月に千葉と東京にオープンするなど医師不足は否めません。実際にうわまち病院の院長も、自治医大だから大丈夫ということはないとしています。
大学医局からの医師引き上げ等も想定され、医師が確保できるのか大変不安があります。
また看護師についても、これを機会に退職する方、市役所に職を替える方、ただでさえ昨年より10名程度少ない看護師で今年度は始まっており、人員確保は難しいと考えられます。

そのことを勘案すると、病院機能の大幅な縮小にならないか。一旦縮小したものが回復するのか。単純な問題ではありません。
　市側は市議会等で、指定管理者になれば8年間で20億円赤字が減るなどと市長が発言しています（組合には何ら説明していない）。しかしながら議論の過程にあった、三菱総合研究所のリポートによると地域的に患者数が自然減すると指摘しており、市側も好転する要素がないといっています。
一般的にいえば、その地域に見合った病床数と病床種別、必要な外来診療をまず見直し、その後公的病院として欠かせないものを追加するということが必要です。そのことを市役所自らが行うとサービス低下といわれるため、一旦指定管理者に移行してから不採算部門をカットし、病床数を減らすという手法をとろうとしていると考えられます。
常識的に、人口が少ない地域で人口が減るなか、そのままのことを指定管理者に行ってもらいますというのは矛盾があり、本質部分の議論を棚上げしていると思われます。
　上記の問題をどのように明らかにさせ、社会に訴えていくのかが大きな課題です。
　私たちとしては、指定管理者に使用される予定の者で労働組合を結成し、協会と団体交渉を行っていきます。その交渉の過程で市側との意見の違いも明らかになってくると思います。矛盾をどの程度明らかにできるかがポイントです。

　そのことをもって、市の政策の問題が市議会や市民がどのように判断するかですが、今の様子では世論が動くことは期待できません。

　問題をどのように広められるかですが、様々な方との共闘関係を多く作ることしか、私には思いつきません。
　今後とも注目していただければ幸いです。
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